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12 月 2 日 紙業職場の安全・改善で折衝 

改善に関する認識は同じ 
 12月2日午後3時30分、 

東海王子紙業との折衝がもた 

れました。紙業とは何度も折 

衝を持ってきましたが、この 

日は専務と部長が交替してか 

ら最初の折衝でした。 

折衝では前日、幅の狭い巻 

取りの転倒防止について、現 

場から出された要望に対する 

具体的な対策から話し合いが 

始まり、紙業から改善方向が示されました。折衝に先立って組合から要望したのは①特殊

紙パッキングの人員問題。②サイビノールの変更について、具体的に進めること。③加工

のパッキングで使用している「片段ボール」使用作業の安全な改善の三点でした。 

紙業 パッキング職場の人員問題は認識 
 紙業からは①特殊紙のパッキングの人員について、直当たり5人でシフトを組んでいる

ので、毎月 10 日ほど 3 人勤務の日ができる。これでは仕事が回らないので、現在は追い

通しの早出・残業で対応、４人目を確保している。現在の状態は安全上問題がある。すで

に休日日数の違いもあるので、改善すべき状態であることは認識して案を練っている。② 

サイビノールの代替品については、研技でテストを行った。従来のものより固めなので、

冬場は水で薄めることなども検討されているが、一斗缶を2本注文した

ので入り次第実際に使ってみて、必要な改善をしたい。③片段について

は静岡時代に行われていた対策を参考に共同紙工に連絡をした、来週に

は見本が入ってくる。とのことでした。 
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組合 増員は解決に欠かせない前提 
組合からは、①の認識についてはその通りです。組合の考えと 

しては正常な作業をするには直あたり5人の作業者が必要です。 

改善については、勤務シフトをいじるだけでは解決にならなかっ 

た過去の例もあります。人員増で対応してもらいたいと再度要請 

しました。 

 さらに現場から出されている声として、④加工パッキングでは、斎藤産業が日曜や週の

なかばが祝日で休みの現在、月曜や休日明けには巻取りは置き場所がいっぱいになってし

まっているにもかかわらず、休み明け斎藤産業はトラックの荷物を優先せざるを得ないの

で置き場がなく、作業に取り掛かれない。職場の責任者には以前より要望しているが対策

がされていない。⑤紙業の研修は全体で行っているが、かつて部署単位でも数回行われた。

なかなかいい話し合いができていたので継続してもらいたい。と要望し、紙業は両方の件

について早急な対処を表明しました。 

スピード感のある対応 
 今回の折衝は、前任者が長いあいだ｢棚さらし｣にしていたものへの着手や、前日に現場

から出された要望への対応など、紙業の積極的な対応はスピード感をともなって伝わって

きました。職場の風通しが良くなり職場の声の活性化による改善・安全が進むことを今後

も期待します。 

 近い将来の世代交代についても同方向 
 正式な論議としては「次回以降｣としたうえで、予備的な意見交換

として、定年が見込まれる人がたくさんいる中で、仕事の継承を考

えての対応を話し合ったところ、紙業も｢いつまでも再雇用頼りはで

きない。｣とした上で、採用の必要性を表明しました。 

 

 


